（別紙）
処分しようとする財産及びその理由
	 財産の名称
	 仕様
	 数量
	 処分の方法
	 処分の理由
	 備考

	
	
	
	
	
	


（注）１．処分の方法として売却、譲渡、交換、貸与、担保提供等の別を記載する。自己使用の場合は、用途を記載すること。
２．取得財産が共有の場合は、備考に共有相手及び共有比率を記載すること。
注１：本用紙を大切に保管してください。（５年間）
注２：この用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とすること。
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